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〔
研
究
の
背
景
と
目
的
】

一
九
○
○
年
一
○
月
に
創
刊
さ
れ
た
展
シ
ョ
①
風
の
四
国
旨
貝
ご
里

旦
ｚ
貝
の
ヨ
頃
》
（
以
下
、
Ａ
Ｊ
Ｎ
）
は
、
一
九
二
年
か
ら
現
在
ま

で
ア
メ
リ
カ
看
護
協
会
の
機
関
誌
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の

看
護
界
が
日
本
お
よ
び
日
本
の
看
護
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

た
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
日
本
に
関
す
る
Ａ
Ｊ
Ｎ
の
記
事
を
分

析
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
に
関
し
て
書
か
れ
た

Ａ
Ｊ
Ｎ
の
記
事
の
数
と
内
容
を
分
析
し
、
日
本
の
看
護
界
が
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る

こ
と
で
あ
る
。

【
方
法
】

対
象
は
一
九
○
○
年
一
○
月
号
よ
り
二
○
○
○
年
一
二
月
号
ま

23

震
シ
目
の
骨
閏
邑
。
巨
目
里
旦
Ｚ
目
め
言
唄
・
の
記
事

に
み
る
二
○
世
紀
の
日
本
の
看
護

大
石
杉
乃

で
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
あ
る
い
は
日
本
人
に
関
す
る
記
事
で
あ

る
。
検
索
方
法
は
、
①
Ａ
Ｊ
Ｎ
の
「
の
巨
日
巳
昌
蔚
旨
号
×
」
が
存

在
す
る
年
は
こ
の
冒
号
×
を
用
い
て
キ
ー
ワ
ー
ド
に
盲
目
ロ
あ

る
い
は
両
目
吊
陥
が
あ
る
記
事
を
選
択
し
内
容
を
確
認
し
た
。

「
２
日
三
島
蔚
旨
号
×
」
の
な
い
年
は
②
各
巻
の
８
具
①
貝
お
よ
び

冒
号
×
を
用
い
て
日
本
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
表
題
の
記

事
を
選
び
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
。

【
結
果
】

日
本
お
よ
び
日
本
人
に
関
す
る
記
事
は
九
八
件
で
あ
っ
た
。
五

年
単
位
で
の
数
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
○
年
が
二
七
件
、

一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
が
一
二
件
、
一
九
五
一
年
か
ら
一

九
五
五
年
が
二
件
の
順
で
、
記
事
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二
○
年
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
五
年
、

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
五
年
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
○
年
、

一
九
九
六
年
か
ら
二
○
○
○
年
で
あ
っ
た
。

記
事
の
内
容
は
一
九
○
○
年
か
ら
一
九
三
二
年
は
日
本
赤
十
字

社
の
看
護
婦
の
活
動
、
日
本
の
看
護
の
状
況
、
日
本
の
健
康
問
題

に
関
す
る
記
事
が
多
か
っ
た
。
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
一

九
三
三
年
か
ら
一
九
四
○
年
ま
で
は
聖
路
加
国
際
病
院
の
活
動
、
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日
本
の
看
護
の
状
況
の
紹
介
、
関
東
大
震
災
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ

の
援
助
、
日
本
の
医
療
・
看
護
関
係
者
の
計
報
が
あ
っ
た
。
日
本

で
看
護
の
指
導
に
あ
た
る
看
護
婦
の
募
集
記
事
が
二
件
あ
っ
た
。

一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
は
日
系
人
収
容
所
に
お
け
る

健
康
問
題
や
看
護
に
関
す
る
記
事
が
多
く
、
日
本
軍
の
捕
虜
と
な

っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
看
護
婦
の
書
い
た
記
事
も
あ
っ
た
。
日
本
が
連

合
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
占
領
下
に
あ
っ
た
一

九
四
六
年
か
ら
一
九
五
二
年
は
記
事
が
三
二
件
と
最
も
多
い
時
期

で
あ
っ
た
。
日
本
で
働
く
ア
メ
リ
カ
人
看
護
婦
の
活
躍
を
示
す
記

事
が
最
も
多
く
、
そ
の
多
く
は
短
い
記
事
で
ニ
ュ
ー
ス
欄
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
看
護
改
革
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で

公
衆
衛
生
を
担
当
す
る
看
護
婦
と
陸
軍
病
院
で
働
く
看
護
婦
を
募

集
す
る
記
事
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
二
件
あ
り
、
日
本
で
の
活
動
を
希
望

す
る
看
護
婦
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
一
件
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年

か
ら
二
○
○
○
年
は
、
日
米
の
看
護
婦
の
交
流
を
紹
介
す
る
記
事
、

日
本
で
行
わ
れ
た
国
際
会
議
の
紹
介
記
事
な
ど
一
七
件
で
あ
っ

提
に
○

Ａ
Ｊ
Ｎ
の
書
式
は
一
九
九
○
年
七
月
か
ら
編
集
方
針
が
変
わ

り
、
頁
数
が
三
段
、
約
一
八
○
頁
よ
り
二
～
三
段
、
約
八
八
頁
と

減
少
、
ニ
ュ
ー
ス
欄
で
諸
外
国
の
看
護
を
紹
介
す
る
件
数
も
激
減

し
た
。

【
ま
と
め
］

Ａ
Ｊ
Ｎ
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
お
よ
び
日
本
人
に
関
す
る
記
事
九

八
件
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
太
平
洋
戦
争
前
は
ア
メ
リ
カ
人

教
師
が
い
た
聖
路
加
国
際
病
院
、
国
外
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い

た
日
本
赤
十
字
社
な
ど
限
ら
れ
た
施
設
の
情
報
が
主
で
あ
っ
た
。

ま
た
神
道
で
開
催
さ
れ
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
式
典
の
紹
介
な
ど
、

東
洋
の
国
日
本
に
興
味
を
示
す
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
太
平
洋
戦

争
中
は
す
べ
て
が
日
系
人
の
問
題
な
ど
対
日
戦
争
に
関
し
た
記
事

で
あ
っ
た
。
占
領
期
に
は
ア
メ
リ
カ
人
看
護
婦
に
よ
り
日
本
の
看

護
改
革
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
記
事
が
多
か
っ
た
。
占

領
終
了
後
は
編
集
方
針
の
変
更
も
あ
り
、
事
務
的
な
記
事
が
中
心

と
な
り
記
事
数
も
減
少
し
た
が
、
日
米
の
看
護
婦
の
交
流
を
示
す

記
事
も
認
め
ら
れ
た
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


